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　養老川の下流域を中心に40カ所ほど縄文時代の貝

塚がある｡西広貝塚は､養老川下流域右岸の標高42ｍ

の台地上に立地する｡この台地は｢国分寺台｣と名付け

られ､全国的にも著名な遺跡が存在する(図1)

　動物遺体からみた西広貝塚の生業活動

　西広貝塚から検出された動物遺体は､貝類･魚類･哺

乳類･鳥類など100種類以上に及ぶ｡（図３）
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　このイノシシ１頭で一体何

人の縄文人が過ごしたので

しょう。そして、どのくらい

の間。

　縄文人は何と辛抱強く、

仲良く暮らしたのでしょう。

それでも有り難く、頭の骨を

住居の真ん中に埋めました。

うり坊すら手に入らなかった

のです(後書参照)。私はこの

現場をみて涙がこぼれまし

た。でも立派なイノシシが手

にはいってよかった。それと

比べれば、倉輪の縄文人は

よかったけど、捕り尽くして

しまいました。他の島のイノ

シシも。
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　本遺跡における獣骨の主体を占めるものであって､

その量もまたかなりの数が出土した。発掘の当初に

おいては獣骨として出土するのはすべて焼けて細片

化したもので､歯や骨格などでその形を留めるのは一

つもなかったのである｡ところが、第６次の調査にお

いて､ 竪穴状遺構にまで発掘が進展するに及び少な

からぬ量の歯や骨が出土するに至ったのである｡これ

はイノシシのみでなく他の魚骨などについても同様

のことがいえ､ここには骨塚状のものもあったことが

判明してきた｡そしてこのような骨の保存が可能に

なったのは、遺構を埋める覆土中に多量の灰が混り、

部分的には 灰層によって覆われるといった状態がみ

られたからと思われる。第1号竪穴状遺構においてそ

れが顕著であって、獣骨もそこに集中する形となっ

た。ただ、残念なことに骨の保存を完全にする程に

は至らなかったためと、土圧による骨の破壊が強かっ

たため、そして発掘との障害もあって、かなり破損

した状態でしかとりあげられなかったのは残念で

あった。そのような事情がありながらもできる限り、

標本の採集に当たった。
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　多くの歯が出土している｡それらの保存の状態は第

15表に示す通りである。それにもみられるように第 

１号竪穴状遺構及びその周辺に分布している状態が

よくわかる｡上顎骨､下顎骨としてのこるものもあり､

それら左右ののこされるものもある｡左右がのこるの

は､その場所に頭骨があったとみてよい｡事実､竪穴状

遺構上部の灰層中に仰転した形で頭蓋の埋存してい

たことが確かめられている（図版6－B)｡なお､この頭

骨の上顎の犬歯は抜かれていた｡

　倉輪遺跡出土のイノシシの頭蓋を本

土産(房総半島での貝塚資料)のものと

比較すると17 ～ 20％は小さい。また、

M3の最大長の計測値では縄文貝塚産

(千葉県西広貝塚、後期）平均35.65 

(n=37)、倉輪遺跡31.25(n=43)あった。

本土産のが変異幅が広いのに対して、

倉輪産のは大きさのばらつきが少な

く、本土のイノシシに対して小型のイ

ノシシであったのである。

 ところで、このようなイノシシが縄文

時代の八丈島でどのような状況で人々

と接するところとなっていたのか興味

ある問題であるが、この場合まず本遺跡で知られたよ

うな本土産のものと比べて小型のイノシシはすでに早

期の平坂式期に属する大島下高洞Ａ遺跡で知られるこ

とが注目される。そして、この時期と同時期の遺跡は

八丈島でも確認されている。とすると八丈島でもこの

時期に、大島におけるのと同様にイノシシがいたこと

も考えられ、その後裔が倉輪遺跡のイノシシである可

能性もある。若し、そうでないとすると、この倉輪遺
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跡の時期になってはじめてイノシシがもたらされたわけ

であり、そのための供給地を考えなくてはならない。そ

のような供給地があったかどうか、例えば大島の鉄砲

場岩陰遺跡のような倉輪遺跡と併行する時期の遺跡で

イノシシの出土が確認されてはいるが、それ程の供給

量が大島の諸遺跡にあったかどうかは問題であろう。

　こうした問題と関連して、倉輪遺跡出土のイノシ

シの歯牙の咬耗状況から、その捕獲季節を推定した

のが第15表である。これによると、 満１才の年齢の

ものを除いて、2.5才までの個体のものは、季節によ

る差が認められ、秋から冬、春にかけてが多く、夏

に少ない。このような捕獲の状況は本土における一

つの例、例えば愛知県田原町伊川津貝塚での調査結

果と同じ傾向を示している。このことは、八丈島で

も同じような狩猟活動のあったことを推測させるの

である。ただ、１才の個体の少ないことは、あるい

は島という条件を考え

ての資源保護のための

配慮があったかもしれ

ない。島での厳しい生

活環境を充分認識して

いたからではないかと

推測するのである。

 金生遺跡の問題と並んで佐渡･伊豆のイノシシの

問題があり､それは縄文人が連れて行った、そこで

飼っていたという話になります。

　私に言わせると島で飼ったのなら、本土でなぜ

飼わないの。それで一生懸命飼育したイノシシを

探そうと研究している研究者もいます。

　倉輪遺跡はその問題の一つです。
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　イノシシはかなりの量の歯牙骨格が出土した｡本土

における同時期の遺跡で､これ程の量を出土した例は

ないであろう。獣骨を多く出土した地点が､種々の遺

物の集められた集石状遺構ではないかと考えられて

おり､獣骨の多いのもそうした特殊な遺構と関連があ

るらしい｡イノシシは歯の数が四肢骨よりもはるかに

多く､頭蓋や下顎骨が集積していた可能性がある。こ

こから出土したイノシシの歯は本土の貝塚から出土

するものより小さく､上顎 M3でその長さが倉輪産平

均31.25（n=43）､房総半島の後期貝塚例（中期資料

が多くないので）平均35.65（n=37）､そして本土産

のは大・小のばらつきが大きいが､倉輪産には小さい

型のものがよく揃うという特徴がある｡このようなイ

ノシシは本土から直接はこばれたものではなく､大島

や八丈島にのみいた集団であろう｡なお､シカの歯は

無く､骨角は加工品以外は全く見られなかった。
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　金生遺跡の一つＡ遺跡と呼称された地域で多量の

獣骨が出土したと云う知らせを受けたのは、この地

域の発掘調査も最終の段階に至っていた昭和53年11

月25日のことであった。資料の確認と今後の対応の

ために牛沢百合子君が現地に向ったのはその直後で

ある。そして、それらが大部分イノシシのものであ

ること、しかもそのすべてが強い火で焼かれている

ものであったと云うことが確認された。さらに、そ

れらが若い個体のもので、かつ下顎骨のみという特

定の部位を集めたものであることも牛沢君によって

直ちに確認されていたのである。

このような骨の在り方は、筆者らがこれまで、日本

の各地でみて来た骨の様相とは大変異なるもので

あった。またもちろん山梨県下でこれに類した骨の

検出はこれまでにかつてなく、調査関係者の間でも

少なからぬ驚きの気持をもって注目されたのである。

　本遺跡で検出された獣骨は下記の4種である。今そ

れらの記載に当って、獣骨の顕著な出土をみた、三

つの地点、つまり８号土壙、石組及び一般包含層、

30号住居址内のそれぞれに分けて標本の在り方、形

質の概要を記述していきたいと思う。

　1.1.　8 号土壙の獣骨　イノシシ　Sus scrofa

　８号土壙からは最も多くのイノシシの骨を出土し

ている｡そして､その大部分は下顎骨であったが､本遺

跡のイノシシの特徴は年令別の構成が明瞭にみられ

る点であって､大量の当才の個体と、それよりも数の

少ない２～３才以上の個体の下顎骨であった｡以下､

これらの標本を年令グルー プに分けて説明する。
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　e)e) 下顎枝部の標本であるが、その折損部は大部分

が下顎骨、筋、関節の突起部に近い部分である。これ

はその部分が薄い板状を呈しているために、折れ易く

なっているからであろう。

　これらの標本は、すべて同じ程度に火を受けており、

灰白色に変色し、骨体に亀裂を生じていた。亀裂は歯

楷上而から骨体の軸に直交するように生じているのが

典型で、この亀裂は骨体を分断するように骨体の中央

近くまでのび、かなりはっきりっとしたＶ状のひび割

をつくる。おそらくこのひび割れが元で、下顎骨体が

いくつかに分断されるのであろう。この骨体に対する

縦方向のひびに対して、骨体に付して横位のひび割れ

もはいる。このひび割れは普通短かく切れ々に入るが、

かなり長い場合もあって、骨体に長い裂け目が生じた

り、それによって骨体が縦長に分断するようなことも

生じている。これらのひび割れが下顎骨を小さく割る

ような結果になったのである。

　c)c) ほとんどdm4のみの部分の小片と、Ｍ1・Ｍ2の歯

槽ののこる標本など､大･小様々であるが､Ｍ2の歯槽ま

でのこる標本は少ない｡恐らくこれは下顎枝の破損す

る際に､この部分に近接するM2 の歯槽部が破捐し､原

形を留めなくなっていることによるのであろう｡
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　既述した当才もしくは1才までの下顎骨を除くと、

他は２～３才以上のものになる。歯冠部が欠損してい

るので詳細は不明であるが、どの顎骨もＭ3まで完全

萌出していることは歯槽形成の状況からみても明らか

である。Ｍ3の完全に萌出するのが３才以上とされて

いるから、これらの標本はそれ以上の個体とみること

は可能であろう。

　大型の下顎骨がよくのこされ、下顎枝の破損を除け

ば、ほぼ全体がのこるという標本もあり、また左右の

顎骨が、それぞれＭ2あるいはＭ3の位置までのこる標

本もある｡現在は下顎枝が破損するが、これらはおそ

らく完存する形で埋存していたのであろう。このよう

な状況は先にのべた当才イノシシの場合と同様ではな

かったかと思う｡ただ、大型の標本の方が逆に破損し

易い状態となっていたことも考えられる。

　雌雄の区別は未萌出の犬歯と犬歯歯槽の大きさ、形

状等を観察あるいはＸ線を使って調べた。犬歯自体に

ついては、永久歯で未萌出歯が歯槽内にあるのを直接

観察することのできた標本もあり、歯が脱落している

場合には歯槽の大きさや形状で確認できた。こうして

多くの標本の雌雄が確認されている。これができな

かったのは、犬歯部分が失われた標本のみである。

　イノシシの場合、雌雄の永久歯の犬歯はその大きさ

で大差があり、未萌出のごく小さい歯があっても、そ

の差は明瞭である。不幸中の幸いなことであったが、

本標本はその殆んどが破損部をもつもので、特に犬歯

付近の破損が多く、そこから犬歯の歯槽を観察できた。

　雄の犬歯歯槽の幅は8.0 ～ 9.0mmが観察され、歯槽

の下縁は下顎骨の骨壁すれすれのところまで広がる。

従って、犬歯歯槽を直接観察できなくても、顎骨の

髄腔を通してこうした形を観察することができる。

また雄の下顎骨はこうした大型の犬歯歯槽をもつの

で、全体に体高が高くなる特徴をもつ。

　雌の犬歯は4.0 ～ 5.0㎜の歯槽幅で、かつこの程度

の生育（Ｍ1萌出時）であると全高8.8㎜位である。こ

れは雄の20.0㎜になるのと比べて半分である。従って、

犬歯歯槽と下顎骨との間には歯髄腔が大きく開く、こ

れもよく観察できる部分である。このように犬歯の小

さいことから、下骨骨体は雄に比べて細目である。
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　雄の下顎骨とほぼ同じ保存の状況と云える｡下顎骨

の連合部を残して､P4 ～ M1あたりで折れている標本が

多いが､別にある骨体部の標本と接合修復できた例は

何故か殆んど無かった。骨がややきゃしゃである          

ために､骨の破損率が高かったのではないかと考えて

いる。

　歯牙は歯根をのこしてすべて失われているが、犬歯

は歯槽部が破損していない限り歯槽内にその残欠がみ

られた。つまり雌の犬歯は雄とは違って抜かれること

が無かったとみてよいであろう。

　永久歯を萌出した標本も、左右の下顎骨の骨化した

近心端をのこすものと、その部分がこわれた骨体部の

みをのこすものの二つに大別できる。これらの標本が

若し焼けることがなければ、標本の接合や大きさ、歯

牙咬耗などによって、詳しく個体関係をみることも出

来たのであるが、金生遺跡の場合には､それがほとん     

ど出来ない状態､あるいは危険を伴うと考えたので､左

右の連合状態にある標本のみに限って数を算えること

にした。
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　左右が確認されたが､いずれも骨体部分をのこすの

みのものであり､かつ､その亀裂、破損は著しかった｡

骨片は大部分接合したが､なお接合できない骨片がの

こった。ただし､それらの破片も同一の個体の骨片と

みてよいであろう。

橈骨橈骨



2020年10月１日 � NPO法人縄文柴犬研究センター�10周年記念集

3130
- 30 -

b)
2

 

c)  (30
17

2

32.24 21.67mm

5 6

1

176
138

115 M1

M3
3  

- 31 -

 

( ) 1

 

　③クマとカモシカについて

　クマとカモシカの焼骨が僅かであるが出土した。こ

のことはこの地域の狩猟の対象にクマとカモシカの確

かな例を加え得たことで意義があったと思っている。

焼骨中からクマやカモシカを検出できる例は決して多

くない。特に平地部の例では殆んどみることができな

い。しかし、八ケ岳の山々をのぞむこの地域であれば、

クマやカモシカが捕獲されることはあったはずであ

る。ただ、それにしてはあまりに僅かな断片的な破片

である。この点については、特にクマにみる骨の扱い

方が注意される。それはクマの四肢骨が指趾骨に至る

まで種々の加工が行われ、交易の品として平野帯に運

ばれているのである。平野部の遺跡で知られるクマの

犬歯穿孔品や骨の加工品との関係でみなければならな

いであろう。
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46
(1972)

　室谷洞窟の動物遺体調査と前後して､日本考古学

協会の洞穴逍跡特別調査委員会による洞穴の調査資

料及びその他各地に行われた洞穴遺跡において出土

した動物遺体を広くみる機会をもった｡しかし､この

室谷洞窟と同じ動物相をもつ例を他にみることはで

きなかった｡室谷洞窟をとりまく環境はかなり特殊

なものであったのである｡そして､これこそ山岳狩猟

者たちの生活環境ではないかと考えたのである｡とこ

ろでこの山岳狩猟者たちの生活文化の特殊性を指摘

することは可能であるが､これと同じ性格の遺跡が現

在までに知られていないとなると､動物相に対する考

えを今少し幅を広げ､カモシカ､クマとシカ､イノシシ

などの混在の仕方に注意して､幾つかのタイプ分けが

できるのではないかと考えている｡例えば昭和46年

(1972)以降発掘調査が行われてきた長野県高山村湯

倉洞窟にみる高地性洞穴､室谷洞窟の峡谷山地性､高

原性立地などに分けるのである｡これについては、別

の機会に詳しく述べたいと思う。
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